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2 循 環

　一般社団法人山形県産業資源循環協会及び会員の皆様には、ごみゼロやまがたの推進、不法投
棄の未然防止など、日頃から、本県の循環型社会形成の推進及び廃棄物対策行政に格別の御理解
と御協力をいただき深く感謝申し上げます。
　さて、今年に入り、新型コロナウイルスによる感染症が世界的に拡大したことを受け、我が国
では、４月７日に新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言が発出され、本県
についても、４月16日に対象地域となりましたが、貴協会及び会員の皆様におかれましては、感
染が拡大する中にあっても感染性廃棄物をはじめとする廃棄物の適正処理に御尽力いただきまし
たこと、改めてお礼申し上げます。
　近年、廃プラスチック類や食品ロスの問題が世界的に認識され、地球規模での早急な対応が求
められているところですが、今般の新型コロナウイルス感染症への対応を通じ、国民の日々の事
業活動や生活に伴って生じた廃棄物を安定的に処理することが、良好な生活環境を確保し、公衆
衛生の向上を図る上で欠かせない事業として再認識されたものと感じております。
　本県では、ごみの減量化・リサイクルについて、第２次山形県循環型社会形成推進計画（ごみ
ゼロやまがた推進プラン）に基づき、県民・事業者・行政がともに連携し、廃棄物のリデュー
ス・リユース・リサイクル（３Ｒ）を推進してきましたが、今年度は、本計画の見直し時期とな
りますので、引き続き、ごみゼロやまがた県民運動を展開するとともに、昨年10月に「食品ロス
の削減の推進に関する法律」が施行されている食品ロスの削減など、これまでに明らかになった
各種課題を踏まえながら、次期計画の策定を進めていく必要があると考えております。
　ここで、令和２年度における循環型社会推進課の主要事業を紹介しますと、貴協会からも御協
力いただいている「やまがた環境展」について、新型コロナウイルスへの感染防止対策を講じな
がら、安全に開催する方法について検討を進めているところであり、環境に配慮したライフスタ
イルへの転換を促し、県民一人ひとりに環境問題に対する理解を深めていただくことができるよ
う、循環型社会や低炭素社会の形成に向けた取組を推進することとしております。
　また、循環型産業基盤整備推進事業として、廃棄物をリサイクルする施設等に対する補助を行
うこととしております。これらにより、最終処分場で埋立処分される廃棄物の量を減らし、最終
処分場の延命と「ごみゼロやまがた」の実現を図ってまいります。さらに、リサイクル認定製品
の拡大や県内で排出された資源を循環するリサイクルシステムの認証制度の普及啓発を図るほ
か、リサイクル製品の販路拡大に関しても後押ししてまいります。
　廃棄物対策に関する事業では、高濃度ＰＣＢを含む廃棄物の処理が喫緊の課題となっており、
特に、いまだ使用されている蛍光灯、水銀灯などに使われている安定器については、古い建築物
や工場に未発見のものが多数あると思われます。
　高濃度のＰＣＢを含む廃棄物については、変圧器・コンデンサーの処理期限が令和３年度末、
安定器の処理期限が令和４年度末となっていますので、県内におけるＰＣＢ廃棄物の掘り起こし
を進めるため、市町村にも協力していただきながら、各総合支庁に配置したＰＣＢ適正処理推進
員による訪問調査や処理指導などにより、期限内の処理に向けて取り組んでまいります。また、
毎年貴協会や会員の皆様から多大な御協力をいただいております、不法投棄防止協議会による不
法投棄の原状回復事業についても、「新しい生活様式」を取り入れながら、積極的に行ってまい
ります。
　新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言については、去る５月14日に本県
が対象地域から除外され、その後、５月25日には政府対策本部において、全国の感染状況等を踏
まえて緊急事態解除宣言が決定されておりますが、引き続き予断を許さない状況が続きますの
で、皆様におかれましても、廃棄物処理業を的確に継続することができるよう、いわゆる事業継
続計画（ＢＣＰ）の策定など、様々な備えを進めていただきたいと考えております。
　循環型社会への構造転換や県民の快適な生活の保持には、貴協会、会員の皆様の御理解と御協
力が不可欠ですので、今後とも何卒よろしくお願いいたします。結びに、皆様の益々の御発展と
御活躍を祈念申し上げ、挨拶といたします。

三　浦　光一郎

新年度のあ つついさ
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　山形県産業資源循環協会会員の皆様には、日頃から、市政全般にわたり多大なるご理解とご協

力を賜っておりますことに、心より御礼を申し上げます。

　また、貴協会におかれましては、黒澤会長のもと、産業廃棄物の適正な処理及び再生利用等を

推進し、生活環境の保全と公衆衛生の向上に大きくご貢献いただいておりますことに対し、深く

敬意と感謝を申し上げます。

　さて、山形市では、本年度から令和６年度までを計画期間とする「山形市発展計画2025」を策

定し、健康医療先進都市の確立に向け、まちの魅力を高めるための施策に取り組んでおります。

　しかしながら、昨年度末から全国的に猛威を振るった新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り、経済活動や市民生活など様々な面に多大な影響が出ております。緊急事態宣言は５月に解除

され、社会・経済活動再開へと舵が切られましたが、街に活気が戻るにはまだまだ時間がかかり

ます。

　こうした中、政府の「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」では、廃棄物の処理

は、国民生活を維持し経済を支える必要不可欠な社会インフラとして、緊急事態措置の期間中も

不可欠な業務として事業継続が求められたところであり、貴協会の皆様には、国民生活や社会基

盤の安定維持のため、非常に重要な役割を担っていただいているところです。

　山形市といたしましては、飲食店などに対し事業系一般廃棄物の処理費用の補助を行ったとこ

ろですが、今後も、国や県の動向を注視しながら、廃棄物処理事業が停滞することがないようス

ピード感を持って対処してまいりますので、皆様には引き続きお力添えを賜りますようお願い申

し上げます。

　結びに、貴協会ならびに会員の皆様の益々のご活躍を祈念申し上げ、挨拶といたします。

丹　野　俊　郎
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　不法投棄防止専門部会が、令和２年２月７日（金）にホテルメトロポリタン山形で開催されま

した。

　県環境エネルギー部循環型社会推進課から青木廃棄物対策主幹、伊藤専門員、山形市環境部廃

棄物指導課から渡邉係長、各総合支庁環境課の担当者様にご出席を賜り、次の内容について部会

員と意見、情報の交換を行いました。

【報告の内容】

　 （１）令和元年度県の不法投棄防止対策等について

　 （２）令和元年度各総合支庁における不法投棄防止対策等について

　 （３）令和２年度県の不法投棄防止対策等について

【協議内容】

　 （１）専門部会員の改選について

【意見交換】

　 （１） 来年度の原状回復の入札予定計画について

　 （２） 各地区不法投棄防止協議会への助成金について

　 （３）古紙や廃プラ等の現在の状況について

　　　　その他活発な意見交換となりました。

不法投棄防止専門部会の開催について

で き ご と

山形県循環型社会推進課
青木主幹のあいさつ

伊藤部会長のあいさつ
山形市環境部廃棄物指導課

渡邉係長のあいさつ
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Ｒ２．２．７　一般社団法人山形県産業資源循環協会廃棄物不法投棄防止専門部会資料
環境エネルギー部循環型社会推進課

令和元年度の不法投棄防止対策等について

産業廃棄物の不適正処理、不法投棄等について

１　不法投棄の現状

　⑴　箇所数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （１箇所30㎡以上の箇所）

区　　　分 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１.
12月

新規発見箇所数 29 35 35 40 27 15 22 28 13 8 12 5

原状回復終了箇所数 33 42 34 48 29 16 24 30 14 7 15 5

原状回復未済箇所数 37 30 31 23 21 20 18 16 15 16 13 13

　⑵　現　状

　　①　原状回復未済箇所の推移

　　　　平成14年度までは、150箇所程度で推移している。

　　　 　平成15年度及び16年度は、緊急地域雇用創出特別基金事業による原状回復もあり急激に

減少し、近年は15箇所前後で推移している。

　　　 　市町村や関係団体等で構成する「不法投棄防止対策協議会」が中心となり、不法に投棄

された廃棄物の回収を行い、平成15年度の71箇所から平成30年度末では13箇所まで減少し

ている。

　　②　新規発見箇所の推移

　　　　平成12年度以降は、年々減少傾向にある。

　　　 　減少の要因としては、監視体制の強化・啓発広報活動・法改正（罰則強化）が考えられる。

　　③　投棄物の種類

　　　 　家庭系一般廃棄物（廃家電、空き缶、空き瓶、粗大ごみ等）が大半を占めるが、農業関

連廃棄物（農機具等）や建設系廃棄物も多い。

　　④　不適正保管

　　　 　自らの管理地に廃棄物を乱雑に長期間保管している、いわゆる不適正保管箇所が多くみ

られる。現在確認している箇所は約100箇所あり、管理者が死亡等で不在になった場合、

そのまま放置されるおそれがある。

２　防止対策

　⑴　不法投棄防止対策協議会

組織 平成４年度から８保健所に設置（平成13年から４総合支庁に設置）。事務局：各総合支庁環境課

構成 県、市町村、警察、（一社）山形県産業廃資源循環協会、（一社）山形県建設業協会等

事業

⑴　パトロール
　 　５、10月の不法投棄及び漂着ごみ削減強化月間を中心に、県内全域のパトロー
ル、投棄者の調査、原状回復の支援等を実施。

⑵　原状回復
　①　Ｈ27年度　16箇所、328名参加、95．9ｔ回収。69箇所に看板設置。
　②　Ｈ28年度　８箇所、140名参加、8．85ｔ回収。434箇所に看板設置。
　③　Ｈ29年度　３箇所、84名参加、8．29ｔ回収。454箇所に看板設置。
　④　Ｈ30年度　９箇所、187名参加、24．4ｔ回収。377箇所に看板設置。
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　⑵　不法投棄監視及び海岸漂着ごみ削減強化月間（５月・10月）の設定

　　 　平成11年度から、毎年５月・10月を不法投棄監視及び海岸漂着ごみ削減強化月間に設定

し、不法投棄防止監視パトロールを強化し県や関係機関並びに県民をあげて不法投棄の早期

発見、未然防止のための啓発活動等を集中的に実施している。

　⑶　広域連携事業

　　①　スカイパトロール（平成10年度から実施）

　　　県防災ヘリ、県警ヘリ、海保ヘリを活用し上空からパトロールを実施している。

年　度 時　　期 地　　　　区 結　　　果

Ｈ29年度
春季（６／６）
　　 （６／14）

置賜－防災、村山－県警
庄内沿岸部―海保

なし

秋季（10／17） 庄内－防災 なし

Ｈ30年度
春季（６／５）
　　 （６／29）

最上－防災、置賜－県警
庄内沿岸部―海保

なし

秋季（10／12） 庄内－県警 なし

Ｒ元年度
春季（６／７）

庄内－防災、村山－県警
庄内沿岸部―海保

天候不良により中止

秋季（10／15） 村山－防災、置賜－県警 台風被害応援のため中止

＊平成10～13年度は県単独、平成14年度から東北６県・北海道・新潟県連携事業として実
施（幹事県：岩手）。平成15年度から県警・酒田海上保安部と合同で実施。

　　②　南東北３県合同県境パトロール（平成15年度から、10～11月に実施）

　　　　隣接県が、合同で県境のパトロールを実施している。

　　　　主な事業内容：合同会議、現地パトロールなど

　　　　　　　　　　※ 現地パトロールは、合同会議前に各関係機関が独自に県境パトロールを

必要に応じて実施する。

　　　◇組み合わせ

　　　　・山形・宮城県境北部：

　　　　　村山・最上総合支庁、尾花沢市、最上町、大崎保健所、大崎市、加美・色麻町

　　　　・山形・宮城県境南部：

　　　　　 村山・置賜総合支庁、山形・上山・東根市、高畠町、仙南保健所、仙台市、川崎・蔵

王・七ヶ宿町

　　　　・山形・福島県境：

　　　　　置賜総合支庁、米沢市、高畠・飯豊町、会津地方振興局、福島・喜多方市、猪苗代町、北塩原村

年　度 実施日 場　　　　所

Ｈ29年度

10月19日 山形・宮城県境北部
　会議場所：宮城県大崎合同庁舎

単独パトロール
情報交換

10月31日 山形・宮城県境南部
　会議場所：置賜総合支庁

単独パトロール
情報交換

―
山形・福島県境
　（紙面による情報交換）

単独パトロール
情報交換

Ｈ30年度

10月24日 山形・宮城県境北部
　会議場所：最上総合支庁

単独パトロール
情報交換

10月29日 山形・宮城県境南部
　会議場所：宮城県川崎町山村開発センター

単独パトロール
情報交換

11月９日
山形・福島県境
　会議場所：置賜総合支庁

情報交換
（会議のみ）
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年　度 実施日 場　　　　所

Ｒ元年度

12月２日
山形・宮城県境北部
　会議場所：宮城県大崎合同庁舎

単独パトロール
情報交換

10月31日 山形・宮城県境南部
　会議場所：村山総合支庁

単独パトロール
情報交換

―
山形・福島県境
　（紙面による情報交換）

単独パトロール
情報交換

　③　南東北３県一斉車両検問（平成18年度から、10～11月に実施）

　　 　産業廃棄物運搬車両の一斉検問を山形県、宮城県、福島県、仙台市、福島市、郡山市、い

わき市（南東北三県、４政令市）で一斉に実施している。

年　度 時　期 場　　　　所 違　反　等

Ｈ27年度 10月20日 国道47号線（舟形町長沢地内） 事案発生により中止

Ｈ28年度 11月21日 国道48号線（東根市関山地内） なし

Ｈ29年度 11月２日 国道13号線（南陽市椚塚地内） なし

Ｈ30年度 11月27日 国道47号線（舟形町長沢地内） 許可証の写し不携帯１社

Ｒ元年度
11月22日
11月28日

山形自動車道（山形蔵王ＰＡ）
国道113号線（小国町沼沢地内）

なし

　⑷　監視カメラの設置

　　 　平成22年度に県単独で監視カメラ（４台）及び抑止カメラ（６台）を設置し、平成24年度

からは監視カメラ（１台）及び抑止カメラ（７台）を増設、平成30年度に監視カメラ（１台）

を増設し、不法投棄箇所を常時監視している。

　　　令和元年度は、９か所に設置した。（令和元年12月末現在）

　　　　＜監視カメラ保有状況＞

村　　山 最　　上 置　　賜 庄　　内 計
監　　視 ２台 １台 ２台 １台 ６台
抑　　止 ３台 ２台 ４台 ４台 13台

　⑸　不法投棄防止協力協定の締結　通報：10協定　啓発：５協定

　　＜目　　的＞

　　　・監視・・行政の監視の届かない部分について、民間団体から通報してもらう。

　　　・啓発・・より広く不法投棄防止の啓発を行う。

　　＜役割分担＞

　　　○　県　 ：監視・・ステッカー、マニュアルの作成及び団体への説明会の実施等

　　　　　　　　啓発・・ポスター、チラシ等啓発資料の提供

　　　○　団体：不法投棄情報の提供、車輌へのステッカー貼付による啓発等

　　　　　　　　ポスター、チラシ等啓発資料の店舗掲示、利用者への配布

区分 年度 締　結　日 締　　結　　団　　体

通報

Ｈ17 10月３日（Ｈ29．３．31更新）
山形県ハイヤー協会
※通報実績（Ｈ19遊佐町、Ｈ23山形市）

Ｈ18 ９月29日（Ｈ30．４．１更新）
山形県森林組合連合会（13組合）
日本自動車連盟山形支部

11月１日（Ｈ30．４．１更新） 東北電力㈱山形支店（７営業所等）
Ｈ21 ２月５日（Ｒ２．２．５更新） ㈱ＮＴＴフィシリテーズ東北山形支店
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区分 年度 締　結　日 締　　結　　団　　体

通報
Ｈ26 ９月３日（H30．４．１更新）

佐川急便㈱南東北支店

日本郵便㈱山形南郵便局

赤帽山形県軽自動車運送協同組合

ヤマト運輸㈱山形主管支店

Ｒ元 10月24日 一般社団法人山形県猟友会

啓発

Ｈ20 10月８日
㈱セブンイレブン・ジャパン（177店舗）

㈱ヨークベニマル（19店舗）

Ｈ22 10月５日
イオン㈱（７店舗）
（イオンリテール㈱、マックスバリュ東北㈱）

11月８日 ㈱ローソン（110店舗）

Ｈ23 ２月17日 ㈱ファミリーマート（141店）

　　※啓発協定はすべて地産地消や健康増進・観光振興・災害対策等との包括協定

　⑹　廃棄物適正処理監視員の活動（平成９年度から配置）

　　 　不法投棄、野焼き等の不適正処理に対する監視・指導を行うために平成９年度から各支庁

に配置している（現在５名）。不法投棄監視の他に、最終処分場、焼却施設等の監視、立入

検査を行っている。

　　○Ｈ30年度活動実績（延べ数）

出動日数 巡視箇所件数 指　導　件　数

1，002．5 2，691 不法投棄 野 焼 き 排出事業者 処理業者

110 37 72 435

　⑺　行政処分の強化

　　 　悪質な廃棄物処理法違反事案に対しては、刑事告発により厳しく対処するとともに、厳正

かつ迅速な行政処分を実施する。

年　度 行 政 処 分 の 内 容

Ｈ28年度
○収集運搬業の許可取消し　　　　　　　２件２者
○産業廃棄物処理施設の許可取消し　　　１件１者

Ｈ29年度
○収集運搬業の許可取消し　　　　　　　３件２者
○改善命令　　　　　　　　　　　　　　１件１者
○不許可　　　　　　　　　　　　　　　１件１者

Ｈ30年度
○収集運搬業の許可取消し　　　　　　　３件３者
○改善命令　　　　　　　　　　　　　　３件１者
○措置命令　　　　　　　　　　　　　　２件２者

Ｒ元年度
○収集運搬業の許可取消し　　　　　　　２件２者
○改善命令　　　　　　　　　　　　　　３件１者

　⑻　山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会

　　 　不適正処理、不法投棄等を防止するため、意見交換や情報交換を行い、事案ごとに迅速、

的確な対応を図っている。

　　　構　成： 警察本部生活環境課（事務局）、酒田海上保安部、山形県環境エネルギー部循環

型社会推進課、山形市環境部廃棄物指導課、（一社）山形県産業資源循環協会

　　　開催日：令和元年７月12日
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不法投棄防止専門部会員

（任期　令和２年４月１日～令和４年３月31日）

　

地 区 部会員氏名 会　　社　　名 役　職　名

山　形

◎伊藤　泰志 （株）ミツワ企業 代表取締役

片桐　孝志 天童環境（株） 専務取締役

菊池　　浩 （株）山形一進社 専務取締役

須田　和雄 （株）荒正 代表取締役

寒河江
井上　　尚 井上工業（株） 代表取締役会長

遠藤　正幸 （株）山形環境エンジニアリング 代表取締役

村　山
森谷　昌弘 （株）モリヤ 専務取締役

大類　　司 オールイ環境サービス（株） 代表取締役

新　庄
斎藤　　健 （株）マルコウ環境 専務取締役

大場　宏利 （株）大場組 専務取締役

米　沢
遠藤　一生 （有）厚生社 常務取締役

島貫　利幸 （有）県南エコサービス 代表取締役

長　井
黒澤　利宏 テルス（株） 代表取締役

松木　　弘 （株）マツキコーポレーション 常務取締役

鶴　岡
小林　秀樹 （株）環境管理センター 代表取締役社長

三浦　　忍 （株）三浦土建 代表取締役

酒　田
〇青山　　武 環清工業（株） 代表取締役

渡部　元博 （株）渡部砂利工業所 代表取締役

　　　　　◎部会長　〇副部会長
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　平成27年度から、毎年、業種やテーマを設定し、産業廃棄物を排出する事業者等を対象に、廃

棄物処理法に関する正確な知識と、最新の情報を学習する機会を提供するための研修会を開催し

ており、これまで、建設業、食品製造業、多量排出事業者、医療系産業廃棄物を排出する事業所

の方々を対象とする研修会を実施してきました。

　農業は山形県における基幹産業の一つでありますので、農業に係る廃棄物の量も相当の量とな

り、また、多種多様なものが廃棄物となっています。このようなことを踏まえ、本年度の研修会

のテーマは、「農業分野での産業廃棄物排出事業者研修会（指導者等向け）」とし、内容は、農業

分野での廃棄物処理に関して指導したり助言したりする機会のある方々に知っておいていただき

たい、廃棄物処理法の基礎的な部分の説明としました。

　講師は、山形県環境エネルギー部循環型社会推進課の担当者にお願いし、出席者の方々には、

農業分野での廃棄物処理に関して、より一層理解を深めていただくことができ、実り多い研修会

となったものと確信しております。

令和元年度産業廃棄物排出事業者研修会の開催について

講師　循環型社会推進課
横山　英史 氏
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　第８回通常総会は、令和２年６月12日（金）

午後２時から、ホテルメトロポリタン山形にお

いて正会員241社中200社（うち委任状提出が

176社）が出席して開催されました。

　今年度の総会は、新型コロナウイルスの感染

拡大防止に万全を期すため、出席者を事前に絞

り、研修会や懇親会を取り止めるとともに、マ

スク着用や手指の消毒、３密の回避など「新し

い生活様式」を徹底する形で行われました。

　初めに鈴木専務理事の司会進行により荒川副

会長が開会宣言をし、黒澤会長が挨拶を行いました。

　その後、会長表彰受賞者として特別功労者１名、功労者１名、優良事業所２社、優良従事者６

名の方と感謝状受賞者１名の方が紹介されました。

　受賞者を代表して、この総会で副会長を退任される荒

川純一氏が、黒澤会長から表彰状を授与されました。

　総会にはお招きできませんでしたが、山形県知事　吉

村美栄子　様と山形市長　佐藤孝弘　様から心温まる

メッセージが寄せられ、ご披露いたしました。

　議事に先立ち、議長には村山支部長の後藤重信氏が選

出され、議事録署名人に高本天萬氏（東北クリーン開発

株式会社　代表取締役）と村上由和氏（株式会社クレン

ズ興産　代表取締役）を指名して議事に入りました。

第１号議案　　令和元年度事業報告

　　　　　　　並びに令和元年度収支決算承認に関する件

　　　　　　　令和元年度監査報告

　原案どおり承認されました。

第２号議案　　定款の一部変更に関する件※

　原案どおり承認されました。

　※専務理事の定数を２名から３名に増員するものです。

第３号議案　役員の選任に関する件

　役員候補者名簿どおり承認されました。

引き続き報告が行われました。

（報告事項）

　１　令和元年度補正予算に関する件

　２　令和２年事業計画に関する件

　３　令和２年度収支予算に関する件

　議事終了後、井上副会長が閉会の辞を述べ総会は終了しました。

第８回通常総会の開催について

荒川副会長開会

黒澤会長あいさつ

後藤村山支部長
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１　産業廃棄物に関する広報啓発等事業

　⑴　令和元年やまがた環境展の開催

　⑵　県からの受託事業　　循環型産業トップセミナーの開催

　⑶　ホームページによる広報

　　

２　産業廃棄物適正処理推進事業

　⑴　マニフェスト普及啓発頒布事業　

　⑵　廃棄物適正処理講習会事業　　４回　360名受講

　⑶　不法投棄防止活動

　⑷　廃棄物処理に関する相談・情報提供

３　目的達成事業

４　管理事業

　　協会運営の基本となる総会、理事会及び三役会の開催

― 令 和 元 年 度 事 業 報 告 ―

　⑴　組織強化活動の推進

　⑵　産業廃棄物に関する調査研究

　⑶　機関誌「循環やまがた」の発行・配布

　　年２回　各450部

　⑷　会員情報のホームページへの掲載

　⑸�　会員外理事の選任による多様な意見の

聴取

　⑹�　産業廃棄物処理業における安全衛生の

推進

　⑺　行政懇談会の開催

　⑻　支部長会議の開催　

　⑼　産業廃棄物排出事業者研修会の開催

　⑽　災害廃棄物の処理支援

　⑾　各種会議等への参加

社会的距離をとりながらの総会
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　本会事業の趣旨に添い顕著な業績を有する企業、多年にわたり産業廃棄物処理業務に従事し、

成績優秀で他の模範となる方を顕彰しました。

　〇特別功労者

　　　荒川　純一 様　　マルミツ産業株式会社　専務取締役

　〇功労者

　　　青山　　武 様　　環清工業株式会社　代表取締役

　〇優良事業所

　　　井上工業株式会社

　　　東北イートップ株式会社

　〇優良従事者

　　　石沢　竜治 様　　株式会社やいち

　　　照井　明人 様　　株式会社クリーンシステム

　　　石原　直樹 様　　株式会社アールテック

　　　佐藤智恵美 様　　株式会社最上クリーンセンター

　　　尾越　利光 様　　ジークライト株式会社

　　　松木　陽平 様　　株式会社北原産業

　　　仲野　健兒 様　　前一般社団法人山形県産業資源循環協会　編集委員会委員長

　平成４年４月から令和２年３月まで編集委員として機関誌の編集に尽力された仲野健兒様に会

長より感謝状が贈呈されました。

― 会 　 長 　 表 　 彰  ―

― 感 謝 状 贈 呈  ―
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　総会終了後、新役員による臨時理事会が開催され、会長、副会長、専務理事及び常務理事が選

定されました。理事会後、会長に再任された黒澤利宏氏から挨拶がありました。

役　　員　　名　　簿
【理　　事】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（敬称略）

【監　　事】

役　職 氏　名 所　　 属 　　名 職　　名

会 長 黒澤　利宏 テルス株式会社 代表取締役社長

副 会 長 井上　　尚 井上工業株式会社 代表取締役会長

副 会 長 森谷　重美 株式会社モリヤ 代表取締役

副 会 長 鈴木　　隆 株式会社クリーンシステム 代表取締役

専務理事 青山　　武 環清工業株式会社 代表取締役

専務理事 大場　宏利 株式会社大場組 専務取締役

専務理事 小林　洋平 有限会社べにばな清掃社 専務取締役

常務理事 佐藤長一郎 一般社団法人山形県産業資源循環協会 事務局長

理 事 伊藤　泰志 株式会社ミツワ企業 代表取締役

理 事 丹野　善将 タンノ清掃興業株式会社 代表取締役

理 事 小林　克己 有限会社べにばな清掃社 代表取締役

理 事 丹野　一史 株式会社丹野 代表取締役

理 事 遠藤　正幸 株式会社山形環境エンジニアリング 代表取締役

理 事 斎藤　　健 株式会社マルコウ環境 専務取締役

理 事 尾形啓一郎 尾形興業有限会社 代表取締役

理 事 大浦　英樹 大浦工業株式会社 代表取締役

理 事 丹治　正彦 東北環境開発株式会社 常務取締役

理 事 渡部　元博 株式会社渡部砂利工業所 代表取締役

理 事 多賀谷英幸 山形大学大学院理工学研究科 教授

理 事 佐原　伸児 一般社団法人山形県建設業協会 専務理事

理 事 石塚　久子 山形県消費生活団体連絡協議会 会長

理 事 石川　由美 一般社団法人山形県医師会 事務局長

理 事 太田　宏明 山形県商工会連合会 専務理事

監 事 片桐　健悦 天童環境株式会社 代表取締役

監 事 田牧　大祐 税理士法人あさひ会計 統括代表社員

（任期　令和２年４月１日～令和４年３月31日）
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メ ッ セ ー ジ

　一般社団法人山形県産業資源循環協会第８回通常総会が開催されますこと、誠におめ

でとうございます。貴協会には、日頃から産業廃棄物の適正処理や「ごみゼロやまが

た」の推進に格別の御理解、御協力をいただき厚く御礼申し上げます。 

　また、新型コロナウイルス感染症の拡大により世界中が混乱を来たす中、人々の安定

した生活を支えるため、貴協会を中心に廃棄物処理業務に当たっていただいていること

に敬意を表するとともに、深く感謝申し上げます。 

　県としましても、県民の命と健康を守るための感染拡大防止と県内の産業経済活動の

両立を目指して、全力で取り組んでまいります。 

　さて、今年は、廃棄物処理法が施行されて50年の節目の年です。以前と比べますと、

適正処理・リサイクルが大いに進み、不適正処理・不法投棄も大幅に減少しておりま

す。これも皆様の御尽力があったからこそと感謝申し上げます。 

　貴協会におかれましては、引き続き廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進に取り組

んでいただきたくお願い申し上げますとともに、貴協会及び会員の皆様の益々の御発展

と更なる御活躍を祈念し、お祝いのメッセージといたします。 

　令和２年６月12日 

山形県知事　　吉　村　美栄子　　
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メ ッ セ ー ジ

　山形県産業資源循環協会第８回通常総会の開催、誠におめでとうございます。

　会員の皆様には、日頃から、市政全般にわたり多大なるご理解とご協力を賜っており

ますことに、心より御礼を申し上げます。

　さて、現在、新型コロナウイルス感染症により、経済活動や市民生活など様々な面に

多大な影響が出ております。

　政府の「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」では、廃棄物の処理は、

緊急事態措置の期間中も不可欠な業務として事業継続が求められており、貴協会の皆様

には、国民生活や社会基盤の安定維持のため、非常に重要な役割を担っていただいてお

ります。

　山形市といたしましては、先月から飲食店などに対し事業系一般廃棄物の処理費用の

補助を始めたところであります。今後も、国や県の動向を注視しながら、廃棄物処理事

業が停滞することがないようスピード感を持って対処してまいりますので、皆様には引

き続きお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、山形県産業資源循環協会のますますのご発展と、会員の皆様のご健勝、ご活

躍を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

　令和２年６月12日

山形市長　　佐　藤　孝　弘　　
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　令和２年度の第１回支部長会議が、令和２年６月29日（月）、ホテルメトロポリタン山形で開

催されました。

　当日は、黒澤会長以下の協会三役及び協会事務局職員並びに各支部長及び支部事務局の担当

者、合計14名が出席しました。

　黒澤会長の挨拶、出席者の自己紹介の後、協議に移りました。主な内容は、次のとおりです。

　⑴　令和２年度事業活動について

　　 　各支部から今年度の事業計画についての説明がありましたが、新型コロナウイルスの関係

で、総会はいずれも書面決議でした。また、研修や啓発活動については、今後の推移を見な

がら検討する支部が大半でした。

　⑵　令和元年度の行政懇談会の内容と今年度のテーマについて

　　 　昨年度の開催状況について各支部から報告がありましたが、今年度については、新型コロ

ナウイルスの状況を見ながら今後検討するとのことでした。

　⑶　支部設立20周年記念式典について

　　 　新型コロナウイルスの関係で、実施済みの支部はなく、来年度の総会時に行うことを目標

に今後検討したいとの意見が多く出されました。

　　　また、協会事務局からは、関連する予算の繰越しを令和３年度まで認めるとの説明がありました。

　⑷　令和２年度労働災害防止計画について

　　 　連合会が第２次労働災害防止計画（計画期間：令和２年～令和４年）を策定したことに伴

い、協会としての令和２年度の計画について事務局が説明し、了承されました。

　⑸　大規模災害時復旧支援規程について

　　 　協会及び支部における役員改選が行われたことに伴い、災害対策本部の編成や連絡体制の

変更について事務局から説明がありました。

　⑹　今後の日程について

　　　７月以降の業務日程について、事務局から説明がありました。

第１回支部長会議の開催について

距離をとりながらの会議
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山形県からのお知らせ

　　「新型コロナウイルス感染症に対処するための廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の

特例を定める省令（令和２年環境省令第16号）」が令和２年５月15日に公布等されました。既に

終了しているものもありますが、同令による特例措置の概要は以下のとおりとなりますので御承

知おきいただければと思います。

⑴　変更届出

　令和２年３月28日から緊急事態解除宣言日（令和２年５月25日。以下同じ。）までの間にした

変更に係る変更届出については、平時は10日以内とされているものであっても、変更の日から30
日以内となります。

⑵　定期検査

　緊急事態宣言日（令和２年４月７日）から、特定緊急事態解除宣言日（山形県は令和２年５月

14日）から４月を経過するまでの間において、既定の受検期限までに定期検査を受検できなかっ

た場合は、令和２年９月13日（特定緊急事態解除宣言日から４月を経過する日）までに受検すれ

ば良いこととなります。ただし、この期間内に検査を受けることが困難であると認められた場合

は、受検期限は令和２年９月24日（緊急事態解除宣言日から４月を経過する日）となります。

⑶　年次報告

　多量排出事業者の産業廃棄物の処理に関する計画など、毎年度６月30日までに行うこととされ

ている以下の報告等については、令和２年10月31日までに行うこととされています。

　・多量排出事業者の（特別管理）産業廃棄物処理計画書、同計画の実施状況報告書

　・産業廃棄物管理票交付等状況報告書

⑷　事業場外保管

　緊急事態宣言日（令和２年４月７日）から緊急事態解除宣言日までの間における事業場外保管

について、新型インフルエンザ等に起因するやむを得ない理由により行う場合は、事前の届出は

要しないこととなっています。（事後の届出は必要です。）

⑸　産業廃棄物管理票

　産業廃棄物の運搬受託者又は処分受託者による産業廃棄物管理票の写しの送付について、令和

２年３月28日から、緊急事態解除宣言日までの間における運搬又は処分の終了及び最終処分の終

了については、10日以内ではなく30日以内で良いこととされています。（電子マニフェストにつ

いても同様に、令和２年４月３日から緊急事態解除宣言日までの間のものについて、３日（休日

等を除く）以内ではなく30日以内とされています。）

⑹　産業廃棄物管理票が返送されない場合等の対応

　産業廃棄物管理票の交付者は、管理票の交付の日から90日（最終処分に係るものは180日）以

内に管理票の写しの交付を受けないときは、生活環境の保全上の支障の除去等のために必要な措

置等を講ずることとされていますが、令和２年１月８日から緊急事態解除宣言日までの間におい

て交付した管理票に係るこれらの期限については、120日（最終処分に係るものは240日）以内と

なります。（電子マニフェストについても同様です。）ただし、特別管理産業廃棄物の中間処理に

係る期限については、通常どおり（60日以内）ですので御注意ください。

行 政 だ よ り

― 周知事項（新型コロナウイルス関連の特例措置について） ―
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本

庁

循環型社会推進課長
三浦光一郎

023-630-2324

廃棄物対策主幹
青木　政浩

023-630-2162

課長補佐
（総括）

真壁　浩子
023-630-2324

課長補佐
（廃棄物対策担当）

原田　泰浩
023-630-3021

廃棄物対策主査
横山　英史

023-630-3021
主　査

（廃棄物対策担当）
髙橋　香代

023-630-2323

廃棄物対策主査
新関　祐輔

023-630-2236
主　事

（廃棄物対策担当）
国井　貴大

023-630-2236

（併）技　師
（廃棄物対策担当）

関根　章則
023-630-2323

課長補佐
（リサイクル・環境産業担当）

齊藤　健二
023-630-2322

環境産業振興主査
松本　陽子

023-630-2302
主　事

（リサイクル・環境産業担当）
鈴木　崇史

023-630-2302

リサイクル推進専門員
吉田　正樹

023-630-2322

村

山

環境課長
前田　　学

023-621-8420
廃棄物対策主査

石澤　伸寛
023-621-8422

廃棄物対策主幹
田中　利正

023-621-8421
廃棄物対策主査

中島　暁彦
023-621-8423

課長補佐
（総括・環境自然担当）

菅井　浩二
023-621-8420

廃棄物対策主査
東海林和人

023-621-8423

課長補佐
（廃棄物対策担当）

大久保　剛
023-621-8421

リサイクル推進主査
神田　善弘

023-621-8422
主　査

古名　洵子
023-621-8452

最

上

環境課長
鑓水いずみ

0233-29-1283

課長補佐
（総括・環境自然担当）

小松　　健
0233-29-1284

環境対策専門員
細矢　　博

0233-29-1287
環境リサイクル主査

山川　和孝
0233-29-1286

主　査
田中　　歩

0233-29-1286

置

賜

環境課長
岡村　和恵

0238-26-6033
主　査

中山　祐樹
0238-26-6034

課長補佐
（総括・環境自然担当）

工藤　昌彦
0238-26-6033

主　査
草苅　裕樹

0238-26-6034

課長補佐
（廃棄物対策担当）

伊藤　　健
0238-26-6034

技　師
髙山賢太郎

0238-26-6034

主　事
萩原　　紳

0238-26-6034

庄

内

環境課長
笹渕　健市

0235-66-4756
技　師

伊藤　育子
0235-66-5705

課長補佐
（総括・環境自然担当）

齋藤　　哲
0235-66-4756

海岸漂着物対策主査
齋藤　美紀

0235-66-4914
主　事

小田原悠斗
0235-66-5705

課長補佐
（廃棄物・海岸漂着物担当）

石川　　伸
0235-66-5704

廃棄物対策主査
三浦　大平

0235-66-4914
技　師

黒沼　洋太
0235-66-5705

― 令和２年度　県行政廃棄物対策関係職員 ―
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山形市からのお知らせ

　

◎今年も早朝・夜間パトロールを実施します。

　山形市の独自事業として、春と秋の早朝と夜間に、パ

トロールを行っています。高速道路沿線、河川周辺、林

道、農免道路等の不法投棄が懸念される箇所を、青色回

転灯を点灯し巡回することで、不法投棄の抑止を図って

います。

　今年の春は、６月22日から一週間行いました。秋は10

月を予定しています。

◎春の一斉清掃が中止になりました。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な事業が中止になってしまっていますが、廃棄物指

導課でも、春の一大イベントである「春の一斉清掃」について、中止の判断をせざるを得ません

でした。春の一斉清掃では、毎年地域の皆さんのご協力により、ごみ拾いや側溝の土砂上げなど

を行ってきました。今年度からは、担当をごみ減量推進課に移していますが、秋の一斉清掃は、

現時点では予定通り行う計画となっています。

◎事業系ごみ処理費用の補助を行いました。（担当：ごみ減量推進課）

　新型コロナウイルス感染症の影響で、営業自粛や休業等の対応を取らざるを得ず、営業収入が

見込めない山形市内の飲食店等の事業者に対し、事業系一般廃棄物の処理費用について補助しま

した。

　補助対象者は次の条件を満たす方で、売り上げが５割以上減少した月に支払った事業系一般廃

棄物の処理費用を補助しました。

補助対象者

①　「飲食店営業」または「喫茶店営業」の許可を受けていること
②　主な事業形態が飲食の提供で、自店舗内において不特定の方が飲食すること
③ 　令和２年４月／５月／６月の各月の売り上げが前年同月より５割以上減収となってい
ること

◎今年度の体制

環境部次長
（兼）廃棄物指導課長

丹野　俊郎 産業廃棄物係長 渡邉　英治 主任技師 渡邉　達典

課長補佐 鈴木　　仁 主　　幹
（産業廃棄物担当）

三澤　栄次 主　　事 山川　佳斗

主　　査 小野　　学

― 山形市廃棄物指導課からのお知らせ ―
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総 合 支 庁 だ よ り

　今年度、新型コロナウイルス感染症が全国各地に広がり、県内でも感染が確認されたところで

す。県では感染の広がりを抑えるため、県をまたぐ移動の自粛、３密防止などの対応が呼びかけ

られ、人々の活動に影響が及びました。環境課では、廃棄物の処理状況に関する情報を収集した

ほか、廃棄物処理業者や処理施設管理者に向けて、廃棄物の処理が滞らないようごみ収集時の感

染予防の徹底を呼び掛けを行うなどの取り組みを行いました。幸いにも廃棄物の処理に滞りは見

られませんが、今後も状況を把握しながら、管内市町や廃遺物処理事業者らと情報を密にし、廃

棄物が滞りなく適切に処理されるよう連携を図っていきたいと考えています。

　さて、当総合支庁環境課が市町、関係団体等で組織している「村山地区不法投棄防止対策協議

会」では、不法投棄防止の啓発活動に力を入れており、４月に（一社）山形県産業資源循環協会

村山支部から不法投棄監視カメラ６台を寄贈され、監視・抑止能力が一層強化されることになり

ます。これまで以上に設置できる箇所が増えることから、林道、駐車帯及び河川敷へ重点的に設

置することで、投棄の減少が期待されます。

　また、不法投棄箇所の原状回復については、前述のとおり感染症拡大防止のため、実施の見通

しが立たない状況です。今後、状況が良いほうへ向かうことを祈りつつ、少しでも村山地域が美

しい環境となるよう地域住民、関係団体、市町の理解とご協力をいただきながら不法投棄対策を

推進してまいります。

村山総合支庁
環境課 【村山総合支庁の廃棄物関連の取組みについて】
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◎令和２年度　新たなメンバーでＧＯ！

　県職員恒例の人事異動も終わり、環境課長を

はじめ新たに５名の職員が着任しました。環境

課職員９名のうち半数を超える職員が入れ替わ

る異動で、職場内は新鮮な雰囲気となっていま

す。

　これを機会にぜひお気軽に環境課にお立ちよ

りください。

　県民や事業者の皆様と情報の共有を図りなが

ら、豊かな最上の自然環境を保全して参りましょう！

◎春期の不法投棄防止合同パトロール

　今春は、新型コロナウイルス感染症予防に留意しながら市町村及び関係団体の担当職員と管内

を隈なくパトロールしました。

　今回新たに発見された地点については、現

在、投棄者や土地所有者の調査等を行っており

今後、不法投棄された廃棄物の回収作業を行い

ます。

 　最上の豊かな自然風土は宝です。関係機関が

連携して監視を強化し、不法投棄ゼロを目指し

て参ります。

◎廃棄物の野焼きは厳禁！

　今春、最上管内では家庭ごみ等の野焼きによ

る火災が３件発生しています。この中には、自

宅を留守にした間に火災となり、火事に気が付

いた隣近所の人が消火器による消火や消防署へ

の通報などにより、かろうじて最悪のケースを

免れたものもあります。

　家庭ごみ等は、焼却したりせず、市町村のルー

ルに従って、お近くのゴミステーションに分別して、排出しましょう！

最上総合支庁
環境課 最上総合支庁環境課からのおしらせ
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【廃棄物適正処理・３Ｒポスターコンクール】

　置賜地区不法投棄防止対策協議会では、「廃棄物の適正処理」と「３Ｒ（リデユース・リユース・

リサイクル）」に理解と関心を深めてもらうことを目的に、ポスターコンクールを開催していま

す。募集対象は、置賜地域に在住する小学４年生から中学３年生で、募集期間は８月31日（月）

までです。優秀な作品は、ポケットティッシュや看板などの図案として採用するほか、応募者全

員に参加賞も用意しています。置賜地域にお住いの方はもちろん、知人で置賜地域にお住いの方

にもぜひお声掛けください。

【職員Ｈの下を向いて歩こう】

　皆さん初めまして。昨年、新規採用職員として現在の職場に配属され、今年２年目のシーズン

を迎えました職員Ｈです。２年目といえば、１年目に活躍した人が２年目になって苦戦する「２

年目のジンクス」という言葉がありますね。配属されて半年ほどは、身近でありながらさほど意

識してこなかった「廃棄物」の世界、その難解さと複雑さに心を折られ気づけば下を向いている

毎日…。しかし、職場の素晴らしい上司や先輩に支えられながら少しずつ知識と経験を積み重

ね、ついには昨年大変お世話になったＯ課長補佐から「強いフォースを感じる…！」と非常に高

い（!?）評価をいただくまでになりました。今年は、道に落ちているごみを見逃さないように下

を向いて歩き、「２年目のジンクス」と言われないよう更に成長したいと思います！

　次回は同じ「廃棄物行政２年目」Ｔ技師にお願いしようかと思います。では、失礼します。

置賜総合支庁
環境課 置賜総合支庁環境課ニュース

令和元年度小学生の部最優秀作品令和元年度中学生の部最優秀作品
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■第20回飛島クリーンアップ作戦は秋以降に延期になりました…

　山形県唯一の離島、飛島の海岸清掃活動も今年で20回目を迎えました。

　例年、５月の最終土曜日に行われる本事業は、産業資源循環協会会員の方々はじめ、学生を含

むボランティア、島民、実行委員等総勢200名以上が参加し、初夏の恒例行事となっております。

　ですが、今年はコロナウイルス感染症の感染拡大により、大変残念ではありますが、実行委員

会の判断で、同時期での開催を断念することとなりました。

　秋の開催を目指して、実行委員会では新しい海岸クリーンアップのやり方を模索中です。

　新型コロナウイルス感染症が収束し、再び笑顔で海岸清掃に汗を流せる日を願うばかりです。

■オールドルーキーＫの元鉄っちゃん的生活

　今年度から庄内総合支庁環境課のメンバーになりましたＫです。Ｋは９年間、鉄の会社に勤務

した ＂オールドルーキーの元鉄っちゃん＂です。今回は、「あなたの知らない鉄の世界」として、

ステンレスの性質について紹介します。

　ステンレスは鉄に錆びにくくなる元素を加えた鉄鋼製品です。昔、理科の実験で習ったように、鉄

には磁石にくっつく性質がありますが、ステンレスの場合はどうでしょう？　ステンレス製の流し台

を台所で使用されているという方は、ぜひ磁石を近づけて確

認してみて下さい。どうでしたでしょうか？「くっついた」、 

「くっつかなかった」、もしくは「平らなところはくっつかな

かったけど、カーブしているところはくっついた」と思います。

　実は、ステンレスには ＂磁石にくっつく種類＂、＂磁石に

くっつかない種類＂があり、さらに、元々は磁石にくっつ

かないステンレスでも、曲げるなどの加工によって磁石に

くっつくように変化するものもあります。

庄内総合支庁
環境課 Ｗｉｔｈ コロナの時代です。第２波に備えましょう！

（トビシマカンゾウ）

（Ｋの自宅の流し台）



25循 環

　不思議ですね。これは、結晶構造という原子の並び方と、原子の中の電子スピン（回転）など

が関係しているのですが…難しい話は置いておきましょう（笑）。

　最後に、Ｋは東根出身で庄内は初心者です。鉄以上に不思議な魅力が満載な庄内を、これから

色々と発見していきたいです。最後まで読んで頂き、ありがとうございました。

■元ルーキー O（オー）の猿結び？

　今回はみなさんお待ちかねの縁結びの神社を紹介します。

　酒田市日吉町にある日枝神社は、ほかの神社と大きく違う特徴があります。それは、拝殿の屋

根を「猿」が支えているところです。猿は、もともと神様と人間のあいだをとりもつ存在とし

て、昔から敬われる存在でした。

　音読みの「えん」という音から、猿が「縁（えん）」を運んできてくれると考え、商売繁盛や

縁結びの祈願を受けに来る方も多くいます。全国的に縁結びで有名な神社といえば、まず出雲大

社が頭に思い浮かびますが、その祭神である大国主（オオクニヌシ）は日枝神社の祭神である大

己貴（オオナムチ）の別名と言われています。

　私はまだ、出雲大社に行ったことはありませんが、酒田市の日枝神社には大学2年生の時に当

時お付き合いをしていた彼女と初詣に訪れました。おみくじを引いたところ見事大吉でしたが、

そこには「結婚相手は顔で選ぶな」と記載されていました。自慢の彼女だったので、大吉なのに

ずいぶん辛口な言われようだなと思ったのを覚えています。

　それから４年の月日が経ち、昨年12月に入籍しました。当時の彼女が現在の妻なのは言わずも

がなですが、今考えるとあのときの猿が「縁（えん）」を運んできてくれた気がします。昨今は

新型コロナウイルスや、芸能人の結婚にまつわるスキャンダルなど暗い話題が何かと多いです

が、元ルーキーＯ（オー）家では明るい家庭を築いていきたいと思っております。

■庄内浜直送便～ある日の出来事①【新連載】
これは、県のとある廃棄物関係部署に寄せられた相談を紹介します
　Ａ 社 長：もしもし、Ａだけど、うちの産廃の保管場所でぼやを出してしまったなや。
　Ｍ相談員：今はどんな状況だなや？
　Ａ 社 長：消防に連絡して、さっき鎮火したばがりだっす。ちょっと煙出た程度で人身・建物への被害もないなや。
　Ｍ相談員：被害が出なかったのはいがったごと。連絡ありがとうさま。
　Ａ 社 長：この後は何したらいいんだべ？
　Ｍ相談員：うちでもこれから見に行くけど、何の保管場所だなや？
　Ａ 社 長：木くずの保管場所だなや。
　Ｍ相談員：�Ａさんどこは木くず破砕施設の設置許可もってっから、廃棄物処理法第21条の２による報

告が必要だなぁ。
　Ａ 社 長：破砕施設じゃなくて、うちの会社分の積替え保管場所だなや。
　Ｍ相談員：それじゃあ、指導要綱第22条による報告が必要だなぁ。
　Ａ 社 長：んだが。じゃあ、うちに来た時でも詳しく教えてけろっちゃ。
※産業廃棄物の処理施設や保管場所で事故が発生しないよう注意してください。
　�万一、火災等の事故があった場合は、生活環境保全上の支障の除去や発生防止のための応急措置を講
じ、県への連絡、報告が必要です。
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支 部 だ よ り

　村山支部事業運営につきましては関係機関、会員の皆様には日頃から　格別のご指導ご協力を

賜り厚く御礼申し上げます。

　新型コロナウイルスの影響により「第８回村山支部通常総会」は資料郵送による書面審議を行

い、原案承認とさせていただきました。

　本年度の事業計画にあります、会員研修会・視察研修・やまがた環境展への参画、行政懇談会

並びに支部設立20周年記念式典は、今後の状況を踏まえ、協会・関係機関と協議の上、柔軟に対

応し開催して参りたいと思います。

　昨年、協会名称も「一般社団法人山形県産業資源循環協会」と変わりましたが、本年度は「支

部設立20年目」を迎えます。年々の社会情勢の変遷とともに取り組んできたこれまでの活動の歩

みや廃棄物処理行政の取り組みを改めて振り返り、引続き環境保全と循環型社会形成に寄与する

産業として、目指す役割を支部としても果して参りたいと考えております。

　おわりに、新型コロナウイルス感染は世界中で猛威を振るい多くの尊い命が奪われ、経済、

人々の生活、医療機関等に大きな影響を与えました。国内では緊急事態宣言が解除されました

が、まだ第２波の感染拡大への懸念は根強く長期戦になりそうです。一日も早い終息を願い、私

達の業界も一致団結してこの難局を乗り越えていきましょう。

　会員の皆様のご多幸を祈念すると共に関係各位には変わらぬご指導・ご鞭撻をお願い申し上げ

ます。

村山支部　役員名簿

役　職 氏　 名 会　　社　　名

支 部 長 後藤　重信 （株）アールテック

副支部長 伊藤　泰志 （株）ミツワ企業

副支部長 片桐　孝志 天童環境（株）

副支部長 高本　天萬 東北クリーン開発（株）

事務局長 海老澤秀樹 （株）クリーンシステム

幹　　事 氏家　　昭 （株）山形イーストリサイクルセンター

幹　　事 丹野　善将 タンノ清掃興業（株）

幹　　事 岡崎　信広 （有）岡崎清掃社

幹　　事 奥山　新司 （株）奥山建設工業所

幹　　事 森谷　昌弘 （株）モリヤ

幹　　事 小林　洋平 （有）べにばな清掃社

幹　　事 高橋　和晴 （株）荒正

幹　　事 五十嵐　誠 中央公害清掃（株）

幹　　事 村上　由和 （株）クレンズ興産

幹　　事 細矢　清昭 （株）山形環境エンジニアリング

（任期 ： 令和２年４月１日～令和４年３月31日）

ご　　　挨　　　拶

後　藤　重　信

村    山    支    部村    山    支    部
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村    山    支    部村    山    支    部

事 業 名 村山支部設立20周年記念事業

日　　時 平成２年４月24日（木） 

場　　所 山形県村山総合支庁　保健福祉環境部　環境課

内　　容 不法投棄防止監視カメラの寄贈

コメント 　今年度村山支部設立20周年を迎えるにあたり記念事業を行いました。不法投

棄防止に少しでも役立つように監視カメラ６台、看板（カメラ監視中）６枚を

後藤支部長より山形県村山総合支庁　保健福祉環境部環境課へ寄贈いたしまし

た。

　環境課前田課長より「不法投棄撲滅のため大切に使わせて頂きます。」とお礼

の言葉を頂きました。

　なお、設立20周年式典の開催につきましては、新型コロナウイルスの感染拡

大の防止のため、今後の状況に応じ改めて企画を検討いたします。

前田環境課長と後藤村山支部長
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最    上    支    部最    上    支    部

　役員改選で引き続き支部長に就任しました（株）マルコウ環境の斎藤実です。

　支部長という大役を仰せつかってから早いもので20年の月日が経ちました。

　また、今年支部設立20年という節目の年に当たり、式典開催のことで準備を進めて参りました

が、新型コロナウイルスの感染防止のため実行できず、現在も開催時期や祝賀会のスタイル等手

探りの状況です。

　さて、この業界も時の流れとともに廃棄物から資源循環と変化し一段ときびしさを増してお

り、その責務の重大さを痛感いたしております。私の信念といたしましてここ最上地区の住民の

方々が安心、安全な生活ができる地域創りに貢献できるよう努めて参りました。

　つきましては、今後とも関係機関と連携を取りながら、支部会員一致団結して専心努力してま

いりたいと思います。

　なお、会員19社と微力ですので一層の支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

最上支部　役員名簿

役　職 氏　 名 会　　社　　名

支 部 長 斎藤　　実 （株）マルコウ環境

副支部長 荒川　純一 マルミツ産業（株）

副支部長 大場　利秋 （株）大場組

副支部長 柿崎　勝彦 最上共同クリーン（株）

幹　　事 大場　和彦 （有）最新清掃興業

幹　　事 八鍬　修明 （有）ケイ・ティー・ティー

幹　　事 北山　冶寿 （株）北山建設

（任期 ： 令和２年４月１日～令和４年３月31日）

ご　　　挨　　　拶

斎　藤 　　実
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 適正処理推進事業

日　　時 令和２年５月１日（金）～18日（月）

場　　所 最上地区８市町村

参加人数 42名（内：最上支部８名）

内　　容
新庄最上地区不法投棄防止対策協議会主催

令和２年度　春季不法投棄合同パトロール

コメント 　５月の「不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間」に実施した管内８市町村

の合同パトロールに協力いたしました。

　５月１日（金）から18日（月）までの８日間、最上総合支庁環境課・各市町村・

衛生組合連合会と合同で監視車から不法投棄防止の広報テープを流しながらパ

トロール並びに啓発活動を行いました。

　現在、不法投棄の確認箇所は32か所となっており、内新規発見１か所となっ

ております。

　以前に比べ不法投棄という言葉が浸透して昔とは違い今はダメだという意識

が根付いてきたように感じられます。しかし小規模の不法投棄の箇所もありま

だまだ課題はあると考えられます。道路端や駐車帯にペットボトルやタバコの

吸い殻等は今だ目につきますが、国道沿いに多いことから車から投げ捨てられ

たものの可能性もあり、個々のマナーやモラルの問題のように思います。

　最上支部では令和元年度も支部活動の一環として不法投棄防止を啓発するた

めの「のぼり旗ポール付き」64組を不法投棄防止対策協議会に寄贈いたしまし

た。

　今後も原状回復作業の依頼があれば、最上管内の環境美化を維持するために、

支部会員または支部関連企業と共に一致団結しながら協力を行っていく方針で

す。

　※今期より、不法投棄防止対策協議会会員に最上町の（株）大場組様が就任

し、（株）マルコウ環境様と合同パトロールにご協力いただきました。
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置    賜    支    部置    賜    支    部

　この度の役員改選で、昨年に引き続き支部長に就任致しました置賜クリーン設備株式会社の松

木弘です。

　昨年１年間皆様には置賜支部の活動にご協力賜りまして誠に有難うございました。本来ですと

一堂に会して支部の総会を行うべき所でしたが、新型コロナウイルス感染症という見えざる敵と

の戦いの最中にあり、感染拡大防止と言うことで総会を行わず書面で審議をさせて頂きました。

　昨年は計画していた事業については皆様のご協力により予定通り行うことが出来ました。今年

度の事業についてはコロナの問題もあり計画通り実施できるか不確定ではありますが、役員で相

談の上検討させていただきます。

　最後に、今年１年皆様のご協力をお願いすると共に、新型コロナウイルス感染の予防に取り組

み、一日も早く収束できることを祈念し挨拶とさせて頂きます。

置賜支部　役員名簿

役　職 氏　 名 会　　社　　名

支 部 長 松木　　弘 （株）マツキコーポレーション

副支部長 尾形啓一郎 尾形興業（有）

副支部長 遠藤　一生 （有）厚生社

副支部長 沼澤　岩夫 沼澤産業（有）

会計幹事 原　　宏之 （有）原幸商店

幹　　事 大浦　英樹 大浦工業（株）

幹　　事 島貫　利幸 （有）県南エコサービス

幹　　事 山﨑　健治 中央清掃（有）

幹　　事 西原　政範 （有）中央清掃

幹　　事 鈴木　聖人 アシストアーバン工業（株）

幹　　事 佐藤　賢太 長井環境（株）

（任期 ： 令和２年４月１日～令和４年３月31日）

ご　　　挨　　　拶

松　木 　　弘
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事 業 名 研修会・新年会

日　　時 令和２年２月12日（水）15：00～

場　　所 赤湯温泉　御殿守

参加人数 26名

内　　容

・廃棄物の適正処理について

　　講師：置賜総合支庁　環境課課長補佐　大久保　剛 様

・新年会

コメント ・実際にあった例を交えて、不適正処理の事案を説明頂いた。

・ 処理業者の主張と、社会的合理性に照らし合わせた事案は非常によく理解で

きた。

・ 新年会も大いに盛り上がり、協会員同士、懇親を深めることが出来た。又、

情報交換も有益でした。

置    賜    支    部置    賜    支    部

講師　大久保課長補佐
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庄    内    支    部庄    内    支    部

　初夏の頃、会員の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

　令和２年度役員改選で支部長に就任いたしました株式会社渡部砂利工業所の渡部元博と申しま

す。何かと行き届かない点があるかと思いますが、会員皆様のご支援ご協力を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。

　平成26年より３期６年に渡り支部長を務められました前三浦忍支部長に心より感謝申しあげま

す。

　さて、今年度も協会設立の初心である、産業廃棄物処理のコンプライアンスを常に最重要目的

とし、地域にとって、また排出事業者の皆様にとって安心、安全な企業であり続けるよう協会の

事業に携わっていく所存です。

　これから、空き家問題、産業廃棄物の多様化、生産人口の減少による構造的な人手不足、

働き方改革への対応、昨年６月に発生した庄内支部管内での震度６弱の地震の災害への対応、ま

た昨年末からの日本はもとより世界中での新型コロナウイルスによる影響など心配はあります

が、前支部長の後を引き継いで支部運営に努めていきたいと思います。

　また、当庄内支部も設立20周年を迎えることができましたことを皆様に感謝申し上げます。

　会員各位の皆様のなお一層のご健勝、ご活躍を祈念いたしまして就任のあいさつとさせていた

だきます。

庄内支部　役員名簿

役　職 氏　 名 会　　社　　名

支 部 長 渡部　元博 （株）渡部砂利工業所

副支部長 丹治　正彦 東北環境開発（株）

副支部長 小林　秀樹 （株）環境管理センター

幹　　事 登坂　　誠 （株）登坂商店

幹　　事 三浦　　忍 （株）三浦土建

幹　　事 武田　一則 ディスポテック（株）

幹　　事 斎藤　　純 （株）青南商事　酒田支店

幹事（事務局） 佐藤　雅則 環清工業（株）

（任期 ： 令和２年４月１日～令和４年３月31日）

ご　　　挨　　　拶

渡　部　元　博
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 産廃排出事業者・産廃処理業者　合同研修会

日　　時 令和２年２月20日（木）14：00～16：00

場　　所 いろり火の里「なの花ホール」

参加人数
庄内支部会員　60名　　建設業協会員　48名
排出事業者　　15名　　合計　123名

内　　容

講演

講師：庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　　　　　　技師　伊藤　育子　様　

テーマ：「産業廃棄物実務担当者の基本」

講師：庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　　　　　　主査　鈴木　晃功　様

テーマ：「産業廃棄物排出事業者（企業）の基本」

コメント 　庄内総合支庁環境課から２名を講師としてお招きし講演をしていただきました。

　廃棄物の適正処理における排出者・処理業者の責任をあらためて丁寧に説明

していただき、間違った認識で不適切処理に至りやすい事案を実際にあったケー

スを例にわかりやすい講演をしていただきました。

　今回も支部会員以外に建設業協会をはじめとした各団体より庄内一円から多

数ご参加頂き、処理業者・排出者は、産業廃棄物処理における法の遵守、適正

処理に関する知識・認識向上の必要性を改めて実感した研修となりました。

講師　伊藤　育子 氏 講師　鈴木　晃功 氏

全体の様子
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 令和元年度　行政懇談会

日　　時 令和２年２月20日（木）

場　　所 いろり火の里「なの花ホール」

参加人数

・庄内総合支庁環境課

　課長　前田　　学　様　　　課長補佐　石川　　伸　様

　主査　鈴木　晃功　様　　　技師　　　伊藤　育子　様

　技師　松村　俊希　様　　　主事　　　小田原悠斗　様

　３Ｒコーディネーター　安達　幸喜　様　　　監視員　　阿部　啓一　様

・庄内支部　役員　７名

内　　容 ・瓦リサイクルについて

　　埋め戻し材としての活用、雑草発生の防止効果等

・コロナウイルス対策について

　　SARS（サーズ）流行時にならうガイドラインにて対応

　　感染性廃棄物の取り扱い及び想定計画＝従業員の予防対策

・海岸漂着物の問題について

　　海洋プラスチックごみ等の問題、県沿岸も増加傾向にある



35循 環

青 年 部 会 だ よ り

　この度、山形県産業資源循環協会青年部会長に就任いたしました、有限会社べにばな清掃社の

小林洋平です。誌面をお借りして、ご挨拶を申し上げます。

　はじめに、２期３年に渡り、青年部会長として部会員をけん引していただきました黒澤武利前

部会長に心より感謝申し上げます。

　今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の対策として、青年部会第８回通常総会は書面

開催とさせていただきました。書面で審議をいただき、第１号議案　役員改選については原案通

り承認されたことをご報告申し上げます。

　私は、青年部会卒業の年齢まで残り２年となりました。最後の１期２年、青年部会長を仰せつ

かりましたことを光栄に思い、自らの気持ちを改め青年部会の発展のため努めて参りたいと思い

ます。

　諸先輩方が築き上げた青年部会に、今まで以上に参加しやすく交流の場を広げられる事業を展

開して参ります。また、部会員が互いに切磋琢磨し、そして次の時代の担い手として成長できる

仲間を増やしていきたいと考えております。

　最後になりますが、今後とも皆様からの、青年部会活動へのご指導ご鞭撻並びにご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。

青年部会　役員名簿

役　職 氏　 名 会　　社　　名

部 会 長 小林　洋平 （有）べにばな清掃社

副部会長 遠藤　一生 （有）厚生社

副部会長 丹野　一史 （株）丹野

幹　　事 花輪　　豊 （株）ハナワ

幹　　事 高橋　朋秀 東北クリーン開発（株）

幹　　事 海野　正芳 （株）キヨスミ産研

幹　　事 木村　禎之 （株）クリーンシステム

幹　　事 井上　洋輔 井上工業（株）

幹　　事 近野　善和 文化清掃（有）

幹　　事 佐藤　雅則 環清工業（株）

（任期：令和２年４月１日～令和４年３月31日）

ご　　挨　　拶

小　林　洋　平
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令和２年度労働災害防止計画

一般社団法人山形県産業資源循環協会

　

１　はじめに

　全国産業資源循環連合会（以下「連合会」という。）においては、令和２年度からの３年間を

期間とする「産業廃棄物処理業における第２次労働災害防止計画（以下「第２次労働災害防止計

画」という。）を策定し、令和４年に死傷災害996人、死亡災害16人を下回ることを目標に掲げて

いる。

　この目標達成に向けて、当協会では、本計画はもとより、山形県内の労働災害の発生状況、安

全衛生活動のアンケート調査から、当年度に実施すべき事項を定め、会員が一体となり労働災害

防止対策を積極的に推進し、会員の安全衛生水準の尚一層の底上げを図っていくものとする。

２　目　　標

　⑴　令和４年の死亡者数をゼロにする。

　⑵ 　令和４年の休業４日以上の死傷者数を、平成24～26年の実績平均に比して20％以上減少さ

せる。

　　 （平成24～26年の死傷者平均14．7人 → 令和４年11人以下に）

３　重点実施事項（新規追加）

　安全衛生規程を作成している会員数を増加させる。

　　 （令和元年度41社）

４　令和２年度活動目標

　２の目標を達成するために令和２年度における活動目標を次のとおり設定する。

　⑴　安全衛生規程を作成又は作成予定の会員を、前年度に比して10％以上増加させる。

　　 （令和元年度41社 → 令和２年度46社）　

　⑵ 　会員における安全衛生活動のアンケート調査の回答数を、前年度に比して10％以上増加さ

せる。

　　 （令和元年度143社 → 令和２年度158社）

　⑶　協会が実施する安全衛生事業を認知している会員を前年度に比して、10％以上増加させる。

　　 （令和元年度129社 → 令和２年度142社）

　⑷ 　連合会が提供している安全衛生活動の支援ツールを認知している会員を前年度に比して、

10％以上増加させる。

　　（令和元年度79社　令和２年度87社）

事 務 局 だ よ り
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　⑸ 　法令に基づく安全衛生管理体制を構築又は構築を予定している会員を前年度に比して、

10％以上増加させる。

　　 （令和元年度105社 → 令和２年度116社）

５　令和２年度活動目標を達成するための当協会における取組み

　 　４⑴～⑸に示す「令和２年度活動目標」を達成するため、具体的方策を次のとおり設定す

る。

　⑴　会員における安全衛生活動のアンケート調査回答数増加を図る。

　　①　定期刊行している会報誌を利用して会員へアピールし、回答数増加に努める。

　　②　協会ホームページ等を通じて協力を呼びかける。

　　③　定期的に安全衛生委員会を開催し、本調査の推進を図る。

　⑵　会員における安全衛生規程の整備を図る。

　　①　会報誌、ホームページ等を通じて、安全衛生規程の必要性を周知する。

　⑶　会員における安全衛生管理体制の構築を図る。

　　① 　労働安全衛生法で事業場規模別に規定されている安全衛生管理体制について、ホーム

ページ等を通じて周知する。

　　② 　連合会が作成した「産業廃棄物処理業におけるモデル安全衛生規程及び解説」及び「安

全衛生規程作成支援ツール」の活用について、ホームページ等を通じて周知する。

　⑷　安全衛生事業の認識を向上させる。

　　① 　当協会が実施する安全衛生事業について、ホームページ、会報誌で会員への情報提供を

行う。

　　②　会議等を利用して、安全衛生に係る情報伝達、情報交換を実施する。

　　③　定期的に安全衛生委員会を開催し、安全衛生事業の推進を図る。

　⑸　連合会が提供している安全衛生活動の支援ツールの認識を向上させる。

　　① 　連合会が作成した「安全衛生啓発パンフレット」を活用する等、会員に対し、連合会の

ホームページに公開している安全衛生支援ツールを会報誌、ホームページ等を通じて、認

識させる。

　　②　ホームページに連合会安全衛生サイトへのリンクを張る。

　　　　 （http://www.zensanpairen.or.jp/disposal/07/index.html）

　　③　会議等で連合会が作成した「安全衛生啓発パンフレット」を配布する。
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　⑹　安全衛生研修会の参加者増加を図る。

　　①　ホームページの活用やＦＡＸで全会員への周知を図る。

　　②   研修会参加者に対しアンケートを実施する等、参加者からの声を十分に分析し、研修会

の実施内容等を検討する。

　⑺　会員における安全衛生パトロールの実施を図る。

　　① 　連合会が作成した「安全衛生チェックリスト」の活用について、会報誌、ホームページ

等を通じて周知する。

　　②　安全衛生パトロールを行うことを呼びかける。

　⑻　会員におけるヒヤリ・ハット活動の実施を図る。

　　① 　連合会が作成した「産業廃棄物処理業ヒヤリハットデータベース」の活用について、会

報誌、ホームページ等を通じて周知する。

　　②　ホームページに次の有用なサイトのリンクを張る。

　　　・厚生労働省　職場のあんぜんサイト「災害事例」

　　　　 （http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/sai/saigai_index.html）

　　　・連合会　安全衛生サイト「産業廃棄物処理業ヒヤリハットデータベース」

　　　　 （http://www.zensanpairen.or.jp/hiyari/home.html）

　⑼　会員におけるリスクアセスメントの実施を図る。

　　①　ホームページに次の有用なサイトへのリンクを張る。

　　　・厚生労働省　職場のあんぜんサイト「リスクアセスメントの実施支援システム」

　　　　 （http://anzeninfo.mhlw.go.jp/risk/risk_index.html）

　　　・連合会　安全衛生サイト

　　　　 （http://www.zensanpairen.or.jp/disposal/07/index.html）
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― 暫 定 講 習 会 に つ い て ―
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― 山形県内の暫定講習会の試験日程 ―

試 験 日 時 講　習　会（課程） 会 場 名 定員

2020年７月28日（火）９：30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の処分課程※
（更新講習会）

大手門パルズ 50

2020年７月28日（火） 13：00 産業廃棄物の処分課程 ※　（新規講習会） 大手門パルズ 15

2020年７月28日（火） 13：00 特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程（新規講習会） 大手門パルズ 10

2020年７月28日（火） 13：00 特別管理産業廃棄物の処分課程 ※　（新規講習会） 大手門パルズ 5

2020年７月29日（水）９：30 産業廃棄物の収集・運搬課程（新規講習会） 大手門パルズ 50

2020年７月29日（水） 13：00 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程
（更新講習会）

大手門パルズ 50

2020年９月１日（火）９：30 産業廃棄物の収集・運搬課程（新規講習会） 大手門パルズ 50

2020年９月１日（火） 13：00 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程
（更新講習会）

大手門パルズ 50

2020年９月１日（火） 15：30 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 大手門パルズ 50

2020年９月２日（水）９：30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程
（更新講習会）

大手門パルズ 50

2020年９月２日（水） 13：00 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 大手門パルズ 50

※　処分課程の試験日では収集運搬課程を追加して同時に受講することができます。
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

４ １（月） 協会　中核市移行記念式典（山形テルサ）

９（火） 青年部会　第23回役員会（紅花楼）

12（金） 協会　第１回三役会（協会会議室）　県庁挨拶　

〃 協会　表彰審査会（協会会議室）

16（火） 協会　第１回循環やまがた編集委員会（協会会議室）

19（金） 青年部会　第７回通常総会・研修会（山形国際ホテル）

23（火） 村山支部　第７回通常総会（ホテルメトロポリタン山形）

24（水） 協会　平成30年度事業及び会計監査（協会会議室）

５ ９（木） 協会　第２回三役会（ホテルメトロポリタン山形）　

〃 協会　第20回理事会（ホテルメトロポリタン山形）　 

14（火） 庄内支部　第７回通常総会・研修会（庄内いろり火の里　なの花ホール）

16（木） 置賜支部　第７回通常総会（グランドホクヨウ米沢）

22（月） 最上支部　第７回通常総会（アクーユマリエ）

24（金） ごみゼロやまがた推進県民会議総会（県庁）

29（水） （一社）山形県計量協会　平成31年度第1回理事会（計量協会会議室）

〃 （一社）山形県計量協会　平成31年度通常総会（計量協会会議室） 

〃 山形再生骨材協同組合　2019年度通常総会（山形国際ホテル）　 

６ ４（火） 全産連青年部協議会北海道・東北ブロック 第18回通常総会（スパリゾートハワイアンズ）

〃 令和元年やまがた環境展第１回実行委員会（県庁）

５（水） 山形県地球温暖化防止県民運動推進大会（ホテルメトロポリタン山形）

７（金） 協会　第７回通常総会（ホテルメトロポリタン山形） 

10（月） 第65回北海道・東北地域協議会（ホテル青森）

〃 北海道・東北地域協議会　事務局長会議（ホテル青森） 

12（水） 全産連青年部協議会　第20回通常総会（明治記念館）

13（木） 全産連　第９回定時総会（明治記念館）

18（火） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処分課程（更新）講習会（大手門パルズ）～19日

28（木） 協会　第１回支部長会議（ホテルメトロポリタン山形）

〃 協会　第１回山形県沖を震源とする地震　災害廃棄物処理対策会議（協会会議室）　

令和元年度事業実施状況
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

７ ５（金） 協会　第２回山形県沖を震源とする地震　災害廃棄物処理対策会議（協会会議室）　

10（水） 令和元年やまがた環境展第２回実行委員会（県庁）　 

11（木） 協会　第１回山形県沖を震源とする地震　協会災害対策本部会議（協会会議室）　

12（金） 産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会（県警察本部）

17（水） 協会　令和元年やまがた環境展第１回事務局会議（協会会議室）　 

19（金） 全産連青年部協議会　第11回全国大会　志国大会in高松（高松市）

23（火） 災害廃棄物の処理に関する調整会議（鶴岡市クリーンセンター）　

26（木） 協会　循環やまがた第74号発行

〃 全産連　全国正会員第１回事務局責任者会議（アジュール竹芝）

８ ６（火） 協会　第１回平成31年度第１回安全衛生委員会（協会会議室）

22（木） 北海道・東北地域協議会　第27回事務局担当者会議（盛岡市）

28（水） 協会　令和元年やまがた環境展第２回事務局会議（協会会議室）　 

９ ６（金） 置賜支部　行政懇談会（置賜総合支庁）

９（月） 協会　令和元年度山形県循環型産業トップセミナー（ヒルズサンピア山形）

11（水） 協会　行政懇談会（あこや会館）

18（水） 協会　電子マニフェスト導入実務説明会（ヒルズサンピア山形）

19（木） ごみゼロやまがた推進功労者表彰審査会（県庁）

20（木） 村山支部　行政懇談会（村山総合支庁）

10 ３（木） 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会（大手門パルズ）

４（金） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物収集運搬課程（更新）講習会（大手門パルズ）

11（金） 協会　第３回三役会（山形国際ホテル）　

〃 協会　第21回理事会（山形国際ホテル）

16（水） 青年部会　第24回役員会（文翔館）

17（木） 村山支部　研修会（ヒルズサンピア山形）

18（金） 協会　電子マニフェスト導入実務説明会（アクティー米沢）

21（月） 第66回北海道・東北地域協議会（ホテルメトロポリタン山形）

〃 北海道・東北地域協議会　事務局長会議（ホテルメトロポリタン山形）

23（水） 最上支部　研修会・行政懇談会（アクーユマリエ）

26（土） 協会　令和元年やまがた環境展（山形国際交流プラザ）～27日

11 ６（水） 産業廃棄物収集運搬課程（新規）講習会（大手門パルズ）～７日
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

11 ８（金） 協会　やまがた環境展調整会議（ホテルメトロポリタン山形）

14（木） 置賜支部　研修会（ワトワセンター）

〃 協会　電子マニフェスト導入実務説明会（庄内いろり火の里　なの花ホール）

〃 全産連青年部協議会　第10回カンファレンスin神戸（ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸）

15（金） 第18回産業廃棄物と環境を考える全国大会（ホテルオークラ神戸）

〃 村山支部　視察研修（神戸市）～16日

26（火） 山形県食品ロス削減シンポジウム（山形県高度技術研究開発センター）

27（水） （一社）山形県計量協会　第２回理事会（山形国際ホテル）

12 ３（火） 青年部会　第25回役員会（ＨＡＮＡ火）

４（水） 協会　安全衛生研修会（ヒルズサンピア山形）

６（金） 協会　第４回三役会（玉貴）

９（水） 全産連　マニフェスト推進委員会（全産連）

１ 22（火） 協会　第５回三役会（協会事務所）

28（火） 令和元年やまがた環境展第３回実行委員会（県庁）　

31（金） 全産連　第２回全国正会員事務局責任者会議（アジュール竹芝）

２ ７（金） 協会　不法投棄防止専門部会（ホテルメトロポリタン山形）

10（月） 全産連　許可講習会における事務取扱説明会（（公財）日本産業廃棄物処理振興センター）

12（水） 置賜支部　研修会・新年会（御殿守）

19（水） 協会　第６回三役会（協会事務所）

20（木） 庄内支部　排出事業者・産廃処理業者合同研修会（庄内いろり火の里　なの花ホール）

21（金） 全産連　全国正会員会長・理事長会議（ホテル福島グリーンパレス）

24（月） 門脇生男氏 旭日双光章受章祝賀会（ホテルニュー江刺イーズ）

26（水） 協会　第２回循環やまがた編集委員会（協会事務所）

27（木） 協会　産業廃棄物排出事業者研修会（協同の杜ＪＡ研修所）

３ ５（木） 協会　第22回理事会（ホテルメトロポリタン山形）

６（金） ごみゼロやまがた推進県民会議産業部会（県庁）

25（水） （一社）山形県計量協会　第３回理事会（計量協会会議室）

26（木） 青年部会　第26回役員会（緑町会館会議室）



44 循 環

協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月） 協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～６月）

タ　　イ　　ト　　ル 分　類 掲載日
廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類ばく露防止対策に係る
特例について 通知等 ６月18日

漁業系廃棄物処理ガイドラインの改定について 通知等 ６月９日

第21回「環境やまがた大賞」候補者の募集について 通知等 ６月１日

新型コロナウイルス感染症対策に関する基本的対処方針の変更及び緊
急事態解除宣言について 通知等 ５月27日
産業廃棄物処理業における新型コロナウイルス感染予防対策ガイドラ
イン（第１版）について お知らせ ５月25日

山形県リサイクルシステム認証制度に係る募集について 通知等 ５月25日
山形県リサイクル製品認定制度に係る認定製品の募集（令和２年度前
期募集）について 通知等 ５月22日

「山形県新型コロナ対策応援金」の募集について 通知等 ５月19日
「過重労働による健康障害防止のための総合対策について」の一部改正
について 通知等 ５月19日
新型コロナウイルス感染症に対処するための廃棄物の処理及び清掃に
関する法律施行規則の特例を定める省令の施行について 通知等 ５月19日
新型コロナウイルス感染症対策に関する基本的対処方針の変更及び業
種ごとの感染拡大防止ためのガイドラインの策定について 通知等 ５月15日
廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令の施
行及び新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物の円滑な処理等について 通知等 ５月８日

廃棄物処理における新型コロナウイルス感染症対策に関するＱ＆Ａの
更新について 通知等 ４月30日
新型コロナウイルス感染症に対応した産業廃棄物の処理能力を確保す
るための対応について 通知等 ４月22日
新型インフルエンザ等対策特別措置法第32条第１項に基づく緊急事態
宣言の対象区域の拡大について 通知等 ４月17日
廃棄物処理施設の点検及び機能検査における防護服の使用節減の徹底
等について（通知） 通知等 ４月14日
新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金の特例措置の更な
る拡大について 通知等 ４月13日
緊急事態宣言を踏まえた新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物の円
滑な処理について（通知） 通知等 ４月10日
緊急事態宣言を踏まえた新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物の円
滑な処理について 通知等 ４月９日

新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針 通知等 ４月９日

「新型コロナウイルス感染症の軽症者等に係る宿泊療養及び自宅療養の対象
並びに自治体における対応に向けた準備について」に関するＱ＆Ａについて 通知等 ４月９日

新型コロナウイルス感染症の大規模な拡大防止に向けた職場における
対応について 通知等 ４月８日

「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」の策定について 通知等 ３月26日

変更届 各種様式 ３月25日
令和２年度山形県循環型産業施設整備事業費補助金に係る補助事業申
請の募集について 通知等 ３月24日
令和２年度山形県３Ｒ研究開発事業費補助金に係る事業計画の募集に
ついて(通知) 通知等 ３月24日

「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する
法律施行規則の一部を改正する省令」等の周知について 通知等 ３月10日

新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物の適正処理等について 通知等 ３月９日

優良産廃処理業者認定制度の運用について 通知等 ３月３日

てき丸君News-第69号（2020．２．10） 全産連広報 ２月12日
「解体等工事における今後の石綿飛散防止に関する事業者向け説明会」
について 研修会等 ２月４日

廃棄物処理における新型コロナウイルスに関連した感染症対策について 通知等 ２月３日

廃棄物処理における新型コロナウイルスに関連した感染症対策につい
て（通知） 通知等 １月27日

職場のハラスメント対策等説明会の開催について 通知等 １月15日

てき丸君News-第68号（2019．１．９） 全産連広報 １月10日
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　本年４月より事務局長を拝命いたしました佐藤でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

　現在、新型コロナウイルスの影響が、社会の様々なところに出ております。健康面はもちろん

のこと、経済や雇用の分野においても深刻な影響が出始めており、景気の先行きについては極め

て不透明な状況が続いています。

　このような中ではございますが、産業廃棄物処理業が循環型社会を構築するうえで必要不可欠

な存在であり、地域における雇用の創出や地域振興に重要な役割を果たしていることを県民の皆

様に改めて認識していただけるよう、一生懸命務めさせていただきますので、ご指導、ご鞭撻の

ほどよろしくお願い申し上げます。

新事務局長の挨拶

佐　藤　長一郎

《表紙説明》

　小杉の大杉

　　　樹齢約千年の大樹。映画「となりのトトロ」のトトロに似ていることでも有名。

　　 　夫婦杉、縁結びの木、子宝の木とも言われパワースポットとしても知られる。根元

には山神様が祭られている。

写真提供　鮭川村
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　令和２年４月より編集委員会委員長を拝命いたしました有限会社岡崎清掃社の岡崎信広で

す。紙面をお借りして、ご挨拶を申し上げます。

　はじめに、永年に渡り、編集委員会委員長を務め、編集委員会をけん引され、情報満載な

機関誌作成にご尽力いただきました仲野健兒前委員長に心より感謝申し上げます。

　さて、私は、平成28年より編集委員として機関紙づくりに参加させていただき、本年で４

年を迎えました。まだまだ右も左も分からない状況の中、仲野前委員長からのご指名により

編集委員長を仰せつかりましたことを光栄に思い、期待に恥じぬよう機関誌「循環やまが

た」の編集に取り組んで参る所存です。

　しかしながら本年は、新型コロナウイルス感染症が世界的に猛威を振るい、会員の皆様に

おかれましても、予防対策を講じながらの事業継続には、大変なご苦労があるものと推察い

たします。当協会もその影響により、例年開催しております通常総会をはじめ、各種事業の

規模縮小や開催中止が相次ぎ、私たち編集委員も役割を果たせず、又、委員会の開催もまま

ならない状況に苦慮しておりますが、新型コロナウイルス感染症が終息した暁には、会員の

皆様のニーズを捉えたより良い情報をお届けいたしますことをお約束するとともに新たな企

画なども検討して参りたいと考えております。

　最後になりますが、会員の皆様には、今後とも編集委員会へのご指導ご鞭撻並びに編集活

動へのご協力を賜りますようお願い申し上げます。

編集委員会委員長　岡崎　信広

編集後記
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もっと走れる明日のために。

《広　　告》
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